
獨協医科大学における 4 つのポリシーを策定するための基本方針 

獨協医科大学は、教育活動の質保証及び質向上を図るため、以下の 4 つのポ

リシーを本基本方針に基づき策定する。

ディプロマ・ポリシー（卒業（修了）認定・学位授与の方針） 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）

アセスメント・ポリシー（学修成果および成績評価に関する方針）

1. 学位ごとの策定

授与する学位（医学部医学科、看護学部看護学科、大学院医学研究科、大学院

看護学研究科博士前期課程及び博士後期課程）ごとに、各ポリシーを策定する。 

ただし、大学院看護学研究科博士前期課程のディプロマ・ポリシー、カリキュ

ラム・ポリシーについては、コースごとに策定する。

2. 本学の理念等を踏まえた策定

策定に当たっては、本学の理念・使命・目的、並びに学位ごとの教育研究上の

目的を十分に踏まえるものとする。 

3. ポリシー間の関連性の確保

ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー

の 3つを相互に関連付け、一貫性をもって策定する。 

アセスメント・ポリシーは、これらの達成状況及び教育活動全般を評価する立

場として位置づける。 

4. 自律的な検証と内部質保証

4 つのポリシーは、策定主体である各学部・大学院研究科が自律的に検証し、

必要に応じて見直しを行う。 

さらに、本学の内部質保証に責任を負う内部質保証推進委員会が再評価を行

うことで、検証活動の適切性を担保する。 


